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数学的予想の数値的検証

研究目的
・量子i.i.d.状態に関する極限式は重要である．
・開発した計算システムを新しい数学的予想に活用する．

量子仮説検定（２状態識別）

基底変換

ブロック行列の直和

今後の課題
1. Householder QR法のうち，三重対角化の占める時間が多い．
・三重対角化の単体高速化・スレッド並列化

2. 不要な既約成分についての計算を省略する工夫
3. ３×３行列以上への拡張
4. 量子推定など他の問題への応用

指数サイズ 多項式サイズの行列（重複あり）


